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平成２８年度 文部科学省「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」指定校 

 

 
 

【１次案内】 
 

 

 

 

 

 

 

 残暑が厳しい今日この頃，皆様方におかれましては，ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて，本校では，２８年度も京都市の学校教育の重点である「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」

の調和のとれた育成と「自ら学ぶ力」と「自ら律する力」を高める教育を目指して，学校教育目標を『自

ら気づき，考え，共に学び合える子どもの育成』として，教育活動に取り組んでおります。また，道徳

教育の研究に取り組んで２年目を迎えました。 

今年度は，文部科学省より「道徳教育の抜本的改善・充実に係る支援事業」の指定を受け，道徳教育

の充実を目指した研究に教職員が心を一つにして取り組んでおります。その研究の一端といたしまして，

全学年の道徳科の授業公開による研究発表会を開催することにいたしました。皆様方には，公私共にご

多用のことと存じますが，本研究発表会にご参加いただきますようにご案内申し上げます。 

 

１ 日  時 平成２９年１月２７日（金） 午後１時３０分（受付）～午後５時 

 

２ 場  所 京都市立梅津小学校 

       〒615‐0916 京都市右京区梅津中村町３８番地  ☎ 075‐861‐0009 

３ 日  程 

  13:30  14:00           14:45  15:00     15:40                         17:00 

受付 全学年公開授業 移動 全体報告 

講演会 

演題『これからの道徳授業とその評価』 

前文部科学省教育課程課教科調査官 

京都産業大学教授 柴原弘志先生 

４ 参加申込みについて 
 
    ※１１月頃に，二次案内にて詳細をお知らせいたします。 

     多数の申し込みをお待ちしております。 

【研究主題】 

よりよい生き方を求め，自ら気付き，考える子の育成を目指した

“しなやかな道徳教育” 
― 学校教育活動全体を通した「道徳教育」の推進と授業改善を通して ― 


